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第
三
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
農
林
水
産
省
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
二
条

こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
家
畜
人
工
授
精
所
の
開
設
の
許
可
の
申
請
手
続
及
び
第
二
十
五
条

の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
。

第
三
章
の
二
中
第
三
十
二
条
の
五
を
第
三
十
二
条
の
十
二
と
す
る
。

第
三
十
二
条
の
四
中
「
採
る
」
を
「
と
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
の
十
一
と
す
る
。

第
三
十
二
条
の
三
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
二
条
の
十
と
す
る
。

第
三
十
二
条
の
二
第
二
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
を
第

三
十
二
条
の
九
と
す
る
。

第
三
章
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。

第
四
節

特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
の
特
例

（
特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
の
指
定
）

第
三
十
二
条
の
二

農
林
水
産
大
臣
は
、
高
い
経
済
的
価
値
を
有
す
る
こ
と
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
特
に
そ
の
適
正
な

流
通
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
又
は
家
畜
受
精
卵
を
、
特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
と
し

て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

農
林
水
産
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
家
畜
の
改
良
増
殖
に
関
し
専
門

の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
の
公
示
）

第
三
十
二
条
の
三

農
林
水
産
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
す
る
と
き
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
の
指
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
に
よ
つ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

（
容
器
へ
の
表
示
）

第
三
十
二
条
の
四

獣
医
師
又
は
家
畜
人
工
授
精
師
は
、
第
十
三
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
特
定
家

畜
人
工
授
精
用
精
液
等
を
容
器
に
収
め
た
と
き
は
、
当
該
容
器
に
、
当
該
特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
に
係
る
種

畜
の
名
称
そ
の
他
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
事
項
の
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
譲
渡
等
記
録
簿
）

第
三
十
二
条
の
五

家
畜
人
工
授
精
所
の
開
設
者
は
、
特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
の
譲
受
け
（
保
存
の
委
託
を
受

け
た
特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
の
搬
入
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）、
譲
渡
し
（
保
存
の
委
託
を

受
け
た
特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
の
搬
出
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）、
廃
棄
又
は
亡
失
を
し
た

と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
譲
受
け
、
譲
渡
し
、
廃
棄
又
は
亡
失
に
関
す
る
事
項
を
譲
渡
等
記
録
簿
に
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

家
畜
人
工
授
精
所
の
開
設
者
は
、
前
項
の
譲
渡
等
記
録
簿
を
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
是
正
命
令
）

第
三
十
二
条
の
六

農
林
水
産
大
臣
は
、
獣
医
師
、
家
畜
人
工
授
精
師
又
は
家
畜
人
工
授
精
所
の
開
設
者
が
前
二
条
の

規
定
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
獣
医
師
、
家
畜
人
工
授
精
師

又
は
家
畜
人
工
授
精
所
の
開
設
者
に
対
し
、
当
該
違
反
を
是
正
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
の
解
除
）

第
三
十
二
条
の
七

農
林
水
産
大
臣
は
、
特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
に
つ
い
て
、
そ
の
指
定
の
理
由
が
消
滅
し
た

と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
指
定
を
解
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

農
林
水
産
大
臣
は
、
公
益
上
の
理
由
に
よ
り
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
の
指
定
を

解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

農
林
水
産
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
の
指
定
を
解
除
す
る
と
き
は
、
あ
ら

か
じ
め
、
家
畜
の
改
良
増
殖
に
関
し
専
門
の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
三
十
二
条
の
三
の
規
定
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
の
指
定
の
解

除
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
農
林
水
産
省
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
二
条
の
八

こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
三
十
二
条
の
四
の
容
器
へ
の
表
示
の
方
法
及
び
第
三
十
二

条
の
五
第
一
項
の
譲
渡
等
記
録
簿
の
様
式
は
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
。

第
三
十
四
条
の
見
出
し
を「（
報
告
の
徴
収
等
）」に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
獣
医
師
若
し
く
は
家
畜
人
工
授
精

師
」
を
「
、
獣
医
師
、
家
畜
人
工
授
精
師
、
家
畜
の
生
産
者
そ
の
他
の
関
係
者
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

家
畜
人
工
授
精
所
の
開
設
者
は
、
毎
年
、
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
家
畜
人
工
授
精
所
の

運
営
の
状
況
を
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

農
林
水
産
大
臣
は
、
第
三
章
第
四
節
の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
種
畜
の
飼
養
者
、
家
畜
人
工
授

精
所
の
開
設
者
、
獣
医
師
、
家
畜
人
工
授
精
師
、
家
畜
の
生
産
者
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
（
特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）を

受
け
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
内
容
を
農
林
水
産
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
家
畜
人
工
授
精
簿
」
の
下
に
「
、
譲
渡
等
記
録
簿
」
を
加
え
、「
最
少
限
度
」
を
「
最
小
限

度
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
家
畜
人
工
授
精
簿
」
の
下
に
「
、
譲
渡
等
記
録
簿
」
を
加
え
る
。

第
三
十
五
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
回
収
等
の
命
令
）

第
三
十
五
条
の
四

農
林
水
産
大
臣
は
、
第
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
て
特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
を
譲
り
渡
し

た
者
に
対
し
、
当
該
特
定
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
等
の
回
収
及
び
廃
棄
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
第
十
四
条
の
規
定
に
違
反
し
て
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
又
は
家
畜
受
精
卵
（
特
定
家
畜
人
工

授
精
用
精
液
等
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）を
譲
り
渡
し
た
者
に
対
し
、
当
該
家
畜
人
工
授
精
用
精
液
又
は
家
畜
受
精
卵

の
回
収
及
び
廃
棄
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
八
条
中
「
一
に
該
当
す
る
」
を
「
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
に
改
め
、

同
条
第
一
号
中
「
又
は
第
十
一
条
の
二
」
を
「
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
三
条
第
四
項
又
は
第
十
四
条
」
に
、「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
」

を
「
第
三
十
二
条
の
九
第
一
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
第
三
十
二
条
の
二
第
三
項
」
を

「
第
三
十
二
条
の
九
第
三
項
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

第
三
十
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

第
三
十
九
条
を
削
る
。

第
四
十
条
中
「
一
に
該
当
す
る
」
を
「
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
」
に
、「
二
十
万

円
」
を
「
五
十
万
円
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
条
第
三
号
を
削
り
、

同
条
第
四
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
項
を
家
畜
人
工
授
精
簿
に
記
載
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
記
載
を
し
た
と
き
。

第
四
十
条
第
七
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
第
三
十
四
条
」

を
「
第
三
十
四
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第

五
号
中
「
第
三
十
二
条
の
五
」
を
「
第
三
十
二
条
の
十
二
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と

し
、
同
号
の
前
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

五

第
二
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
家
畜
人
工
授
精
師
と
い
う
名
称
を
用
い
た
と
き
。

六

第
三
十
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
そ
の
名
称
中
に
家
畜
人
工
授
精
所
た
る
こ
と
を
示
す
文
字
を
用
い
た
と
き
。

七

第
三
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。
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